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論 文 内 容 の 要 旨

著者は複束に電気刺戟を与えることによって生ずる活動電位 (以下 A .P .) を指標として, 網膜ジアテル

ミー凝固 (以下 D .) と Ⅴ.B l 負荷の影響を解明するを目的とした｡

第 1報では正常視束の A ･P ･ を測定 した｡ 実験動物は純系ラットを使用 し, 充分に習熟 した上で視束を

摘出し, 摘出視束の A ･P ･ を記録観察 した｡ 尚予備実験により, 温度, 湿度, 電気刺戟, 摘出後時間, 電

極その他に検討を加え, 諸条件を一定として実験 した｡ 因みに摘出視束の A .P .測定に際しては, 角膜,

中間透光恥 網膜, 容積伝導等より生ずる影響につき考慮を払う必要がなく, 純粋に視束のみの A .P . 杏

観察 し得る｡

第 2報に於ては D ･ の A ･P ･ に及ぼす影響を観察 した｡ D ･ は aether 麻酔下のラットの 1眼の角膜輪

部より1･5粍離れて約10平方粍の網膜に施術 し, 通電条件は約 30 m A , 0･5- 1秒間であった｡ 斯 くして中

等皮の凝固斑を生ずることを目標とした｡ 術後 2 , 4 , 6 , 8 , 10日 (以上術後前期), 15, 20, 30日 (以

上術後期) に視束を摘出し' 視束 A ･P ･ と 20分間の A ･P .減衰の度合を観察 し検討を行った｡

第 3 報に於ては Ⅴ･B l 負荷の正常視束と網膜ジアテル ミー凝固術後10日の視束につき A ･P . の測定を行

った｡ 前者の 1眼視束を 0･02, 0･2, 2･0, 20･O m g% (溶媒 Lock 氏液) A linam in 液 (以下 A l.) に, 20,

50及び80分間浸潰負荷 し, 夫 2々0, 50及び80分間の減衰の度合を無負荷眼と比較 した｡ 後者の術眼及び非

術眼視束共に上記濃度の A l･及び M etabolase 液 (以下 M et･) を20分間浸漬負荷 し, 20分間の減衰の度

合を非術眼と比較検討 した｡ 斯 くして全身的影響を排除 し, 全 く局所的作用のみ観察 し得ることを目的と

した｡

正常視束の A ･P ･ 波型は a,a′,b,C,d 及び SL (Slow potential) の 6 波が認められ, 之等の中常に明

瞭に認められる a,b,C の 3 波につき, 閥値, 振巾, 伝導速度を測定 し, 左右問には相違が認められない

ことを先ず立証 した｡ 因みに a,b,C の正常閥値は夫 0々･051, 0･16 及び 0･31 V , 振巾は 2.01, 3.09及び

1･67 m V , 伝導速度は7･22, 3･36 及び 1･80 m /sec であるo D ･ 及び Ⅴ･B l 負荷の影響もこの 3 波の闇値,
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振巾, 伝導速度を用いて検索した｡

D.の影響は視束 A .P.波型に於て正常叉は非術眼視束波型と比較 して, 著明な相違なく a,a′,b, C,d

及び SL の 6波が認められた｡ 閥値は術後15- 20日を頂点とする曲線で回復の傾向を示 したが, 振巾は前

期に僅少な振巾低下を, 後期にや 著ゝ明な低下を来し回復の傾向を示さなかった｡ 術後30日に於ては77-

89% に低下する｡ 伝導速度は著明な変化を認めなかった｡ 又その影響は3 波の問に特に相違があるように

見えなかった｡ 20分間の減衰の度合は前期に於て減衰は早く, 後期に於ては遅い｡ 非術眼の視束 A .P.は

或程度他眼の D . の影響を受けるように思われた｡

正常視束に対する0.02及び 0.2m g% の A l. 負荷により, 興奮性は比較的著明に先進 したが, 20.0m g

% 負荷によりかなり著明な抑制的傾向を示 し, この中間にある 2.0m g% の負荷により興奮性克進は僅少

であった｡

術眼視束に対する0.2及び 2.0m g% の A l. 及び M et. の負荷により, 興奮性は比較的著明に冗進し,

20.0m g% 負荷により抑制的傾向を示 した｡ 両者の間の相違は次の如くである｡ 1.M et.の高濃度負荷の

際興奮性抑制傾向は著明で特に非術眼に於て著明である｡ 2. M et. 負荷に於て波の種類による相違がや ゝ

著明である｡ これ等の理由につき検討且考察を加えた｡

以上要約すると, D . により視束 A .P.の興奮性は低下するが聞値は回復傾向を示す｡ V .B l の適量負荷

により興奮性は冗進 し過量負荷により抑制的となる｡ 施術により V .B l 需要が増大する事実が窺われた｡

A l. と M et.負荷により幾分の相違が見られる｡ 斯くして特発性網膜剥離の手術療法としての D .が視束

A .P.に及ぼす影響, V .B .1 負荷の治療的意義を始めて解明することが出来た｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

著者はラットの摘出視束に電気刺激を与えることによって生ずる活動電位 (以下 A P) を指標として,

網膜ジアテル ミ- 凝固と V .B l 負荷の影響を解明するを目的としたO

第 1報では正常視束の A .P.を観察した｡ 波型は 6 峰を有 し, 閥値 ･振巾 ･伝導速度を測定した｡ 左右

問には相違が認められなかった｡

第 2報では網膜ジアテル ミー凝固の影響を観察 した｡ 網膜ジアテル ミー凝固は角膜輪部により 1.5m m

離れて約10平方 m m の網膜に, 約 30M A ,0.5- 1秒間通電した｡ 波型は正常波型と比較 して著明な相違

は認められなかった｡ A .P.の興奮性は低下をきたすが, 間借に関しては術後30日には回復傾向を示した｡

第 3報では A linam in 負荷の影響を観察 した｡ 正常視束に0.02および 0･2m g% A linam in を浸潰する

ことにより, 興奮性は冗進 し, 2.0m g% 負荷にては克進は著明でなく, 20･Om g% 負荷すると抑制的傾向

を示 した｡ 網膜ジアテル ミー凝固術後10日の視束においては 0･02m g% の負荷により興奮性克進の程度は

少なく, 0.2 および 2.0m g% 負荷によりやや著明となり, 20･Om g% 負荷により抑制的傾向が認められ

た ｡

以上網膜ジアテル1ミ- 凝固と V B l 負荷の視束 A P におよぼす影響につき報告 した｡

本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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